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11
月
13
日
か
ら
14
日
の
２
日
間
、愛
知
県
名
古
屋
市
近
郊
に

議
員
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
3０
年
に
町
に
「
く

に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
」
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
先
端

農
業
技
術
に
つ
い
て
実
証
施
設
の
視
察
も
含
め
て
学
ん
だ
ほ

か
、
名
古
屋
市
近
郊
で
の
先
進
的
な
も
の
づ
く
り
技
術
に
つ
い

て
視
察
を
し
ま
し
た
。

①（
株
）デ
ン
ソ
ー
農
業
機
器
実

証
施
設

　

統
合
環
境
制
御
（
プ
ロ

フ
ァ
ー
ム
）
を
取
り
入
れ
た
ト

マ
ト
の
水
耕
栽
培
を
視
察
し
ま

し
た
。
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿

度
、
Ｃ
Ｏ
２
、
光
が
最
適
な
環

境
条
件
に
保
た
れ
、
ハ
ウ
ス
内

の
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
で
瞬
時
に
確
認
が
で
き
ま

す
。
日
本
特
有
の
小
規
模
な
農

地
面
積
に
適
し
た
シ
ス
テ
ム
の

実
用
化
が
求
め
ら
れ
、
開
発
・

販
売
を
し
て
い
ま
す
。

②（
株
）デ
ン
ソ
ー
本
社
展
示
施

設
　

そ
も
そ
も
は
自
動
車
部
品
の

メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
そ
れ
以
外

で
世
の
中
に
貢
献
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
検
討
し
、
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
が

農
業
支
援
事
業
で
す
。
鮮
度
維

持
冷
蔵
機
器
は
、
青
果
物
が
凍

る
直
前
ま
で
品
温
を
落
と
す
こ

と
で
、
従
来
の
倍
の
期
間
鮮
度

を
維
持
で
き
ま
す
。

③
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン

　

豊
田
市
が
運
営
す
る
施
設
で
、

「
市
民
」「
地
域
」「
企
業
」
が

力
を
合
わ
せ
、
無
理
な
く
、
無

駄
な
く
、
未
来
環
境
都
市
を
つ

く
る
た
め
の
取
り
組
み
を
視
察

し
ま
し
た
。
低
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
様
々
な
分
野
の

先
端
技
術
を
体
験
で
き
、
ハ
チ

や
ク
モ
な
ど
生
物
の
生
態
か
ら

学
ん
だ
技
術
が
環
境
に
優
し
い

製
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

④
ト
ヨ
タ
会
館
と
工
場

見
学

　

一
番
感
心
し
た
の

は
、
3
万
個
と
も
言
わ

れ
る
部
品
の
供
給
に
工

夫
が
あ
る
こ
と
で
す
。

工
場
で
は
独
自
の
「
か※

※

ん
ば
ん
方
式
」
を
採
用

し
、
人
気
車
種
で
は
1

台
の
車
に
1
人
が
か
け

る
作
業
時
間
は
わ
ず
か

60
秒
で
す
。
ま
た
、
社

員
の
声
を
大
切
に
し
て

職
場
環
境
の
改
善
に
生

か
し
て
お
り
、
作
業
で

は
「
ジ2

※

ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
」「
自
働
生
産
活

動
」
の
徹
底
に
よ
り
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
が
ト
ヨ
タ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
見
習
い
、
実
践
し
て
い
る

の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
の
農
業
技

術
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の

で
す
が
、
価
格
が
高
く
、
個
人

で
容
易
に
導
入
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
設
備
に
多
額

の
費
用
が
か
る
こ
と
が
最
大
の

難
点
で
あ
る
た
め
、
国
や
県
の

補
助
金
で
こ
の
点
を
克
服
で
き

れ
ば
、
農
業
収
益
を
大
幅
に
向

上
さ
せ
、
農
業
に
明
る
い
展
望

が
開
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

は
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
開
発

が
な
さ
れ
て
お
り
、
企
業
だ
け

で
な
く
私
た
ち
一
人
一
人
が
、

し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

�

（
報
告
者
　
東
海
林
一
樹
）

※
※　

か
ん
ば
ん
方
式
と
は

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
開
発
・

実
施
し
て
い
る
生
産
管
理
方

式
で
、
在
庫
を
で
き
る
だ
け

持
た
な
い
仕
組
み
。「
か
ん
ば

ん
」
と
は
、
部
品
納
入
の
時

間
、
数
量
が
書
か
れ
た
作
業

指
示
書
の
こ
と
。

※
2　

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ

ム
と
は

　
「
必
要
な
も
の
を
、
必
要
な

と
き
に
、必
要
な
だ
け
」
生
産

ま
た
は
調
達
す
る
方
法
の
こ

と
。

農
業
と
も
の
づ
く
り
の

先
端
技
術
を
学
ぶ

議
員
視
察
研
修

（
株
）デ
ン
ソ
ー
本
社
で
技
術
の
詳
し
い

説
明
を
受
け
ま
し
た
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　12月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたく
さんの意見をいただきました。（抜粋）

傍聴者からの

声

１２月５日 １２月議会定例会（〜８日）
１２月５日 総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
１２月６日 広報常任委員会
１２月８日 議会運営委員会、産業建設常任委員会
１２月１３日 総務文教常任委員会、町表彰祝賀会
１２月１４日 第２２回義経まつり第４回実行委員会
１２月１６日 町青少年健全育成推進町民大会
１２月１９日 伊達郡町村議会各町議会議長会議（福島市）
１２月２１日 「国見あつかしさん」完成お披露目会
１２月２３日 あつかし山ビッグツリー点灯式

１２月２６日 町ラッピングバスお披露目式、
公立藤田病院組合議会臨時会

１月４日 町職員表彰式、町新春賀詞交歓会
１月５日 交通三団体交通安全祈願祭(桑折町)、広報常任委員会
１月７日 町消防団出初式、町成人式
１月１０日 知事懇談会（福島市）、国見地区建築業組合定期総会
１月１２日 広報常任委員会
１月１７日 広報常任委員会
１月１８日 県北浄化センター環境保全協議会
１月１９日 議員懇談会

議会の動き

◦質問も答弁も、一人一人の言葉で丁寧に話されてお
り立派である。� （90代・男性）

◦答弁について、逃げとまでは言わないが、意欲的な
取り組みが足りない。� （80代・男性）

◦傍聴者が同じ顔ぶれで、人数が少ない。（70代・男性）
◦４人しか一般質問者がいないのは、町のこれからに
ついて考える意欲がないのだろうか。（80代・男性）

◦議員一人一人が、日々自分磨きが必要だと町の皆さ
んが言っている。私も同感だ。� （不明・女性）

◦各種団体の助成金について、何年かに一度見直しが
あってもいいのでは。� （70代・男性）

◦社会教育、公民館事業の機会の公正・明確化を図っ
てほしい。� （80代・男性）

◦消防団のなり手不足は解決できないとのことだが、
元消防団員や元消防署員に体力の続く限りお手伝
い願ってはどうか。� （70代・男性）

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
な
ど
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で

行
う
た
め
に
設
置
す
る
組
織

　

10
月
12
日
、
第
２
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

度
の
決
算
認
定
、
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
の
２
件
が
審
議
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
認
定
で

は
、
入
院
患
者
の
減
少
で
経
営

状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、
職
員

が
一
丸
と
な
り
経
営
改
善
に
努

め
ま
し
た
が
、
２
５
４
９
万
円

の
赤
字
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

58
億
５
２
４
３
万
円

　

支
出　

58
億
７
７
９
２
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

１
億
６
８
８
２
万
円

　

支
出　

４
億
６
１
８
７
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

い
ま
し
た
。）

�

（
報
告
者
　
村
上
　
一
）

　

10
月
24
日
、
第
２
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

度
の
決
算
認
定
、
財
政
調
整
基

金
の
積
立
金
な
ど
の
平
成
29
年

度
補
正
予
算
の
２
件
が
審
議
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
認
定

　

収
入　

16
億
８
０
０
３
万
円

　

支
出　

16
億
４
９
６
８
万
円

�

（
報
告
者
　
渡
辺
勝
弘
）

　

10
月
24
日
、
第
２
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

度
決
算
認
定
、
平
成
29
年
度
補

正
予
算
、
監
査
委
員
の
選
任
へ

の
同
意
な
ど
７
件
が
審
議
さ

れ
、す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
は
、
紺
野
範
明
氏

（
桑
折
町
）
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
認
定

　

歳
入　

46
億
１
０
３
２
万
円

　

歳
出　

45
億
９
９
８
４
万
円

（
決
算
額
は
一
般
会
計
、
し
尿

処
理
事
業
特
別
会
計
、
ご
み
処

理
事
業
特
別
会
計
の
合
計
）

�

（
報
告
者
　
八
島
博
正
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

入
院
患
者
減
な
ど
で

厳
し
い
医
療
環
境

財
政
調
整
基
金
積
立

金
な
ど
を
増
額
補
正

藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

桑
折
町
の
紺
野
氏
の

監
査
委
員
選
任
に
同
意

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

議
会


